
 

 

  

 

 

 

１．久慈地域の情報  

○電子メールを活用した農業情報の発信を始めます！ 別 添 

気象状況に対応した技術情報やタイムリーな情報発信をおこなうため、当普及

センターではメーリングリストを作成することとしています。皆さまに「伝わる」、

皆さまが「迅速に適切な対応をとれる」ような新たな情報発信のしくみとして活

用していきます。 

 

  

○農薬を正しく使用しましょう！ … 1 

秋冬期に栽培される葉菜類（ほうれんそう、春菊など）では、農薬残留基準を超

える事例も相次いで発生しています。農薬は適正に使用するよう気をつけましょ

う。 

 

  

○土壌診断の御案内 … 2 

農産物の収量増加と品質向上のために、年に１度の土壌診断をおすすめしてい

ます！土壌を採取し、十分に乾燥させて JA新いわて久慈営農経済センターまたは

集荷場へ持ち込んでください。 

    受付〆切 令和３年 10月 21日（木） 

 

  

○県北地域における経営改善に関する研修計画情報 … 3 

今後予定している経営改善に役立つ研修（講座）を紹介します。 

経営改善に向けて、皆さまの積極的な受講をお待ちしております。 
 

  

○普及現地情報 …13 

・農業大学校生と久慈地域農業関係者との懇談会（8/10）  

・きゅうりの夏期栽培管理指導会が開催されました（8/10）  

普及センター情報260号 
令和 3年９月 30日発行 
久慈農業改良普及センター 
経営指導課：0194-53-4989 
産地育成課：0194-66-9683 
地域指導課：0194-66-9684   
FAX：0194-53-5009 

～ 掲 載 内 容～ ページ 

久慈農業改良普及センターだより 

 

８月からの「岩手緊急事態宣言」を受け、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、「あぐり

あす」の配付をとりやめておりましたが、この度の宣言解除を受け配付を再開しました。 

https://2.bp.blogspot.com/-xtH3rMQAG8s/UMaexURxxmI/AAAAAAAAH20/efPYqU_otMg/s1600/tsukimi_jugoya_usagi.png


 

 

２．お知らせ  

（１） 注意情報について  

○秋の農作業安全月間 …15 

９月 15日（水）～11月 15日（月）秋の農作業安全月間です。 

シートベルト・ヘルメットの着用徹底など、農業機械作業の安 

全対策に万全を期してください！ 

 

  

○秋のクマ被害防止キャンペーン …18 

各地でクマによる人身被害が多発しています。 

農作業に当たっては、クマとの不意の遭遇に十分ご注意下さい。 

 

  

○野生きのこの取扱いについて（注意！！） …20 

野生きのこの放射性物質濃度にご注意ください。 

オークションサイト、フリマサイトで販売する際もお気をつけ

て！ 

 

  

○毒キノコに要注意！ …21 

食用のキノコと確実に判断できないキノコは、採らない、食べな

い、売らない、人にあげないようにしましょう。 

 

  

（２） 補助事業について  

○令和３年度幸せ創る女性農林漁業者育成事業３次募

集のお知らせ 

…23 

女性グループのアイデア応援します！募集期間は 11月 10日(水)ま

で。 

「こんなことがしたい！」と思いのある方、まずは一度ご相談くだ

さい。  

 

  

  



 

 

 

                          久慈農業改良普及センター 

秋冬期に栽培される葉菜類（ほうれんそう、春菊など）では、農薬残留基準を超える 

事例も相次いで発生しています。農薬は適正に使用するよう気をつけましょう。 

 



農業を支える「土」の健康診断 

  
 

 

 

 

 

 

農産物の収量増加と品質向上のために、年に１度の土壌診断をおすすめしています。 

 

 

 

 

 

 

【土壌診断の流れ】 

【土壌サンプル採取方法】 

 

 

 

 
１ ほ場の５ヶ所（上図）から土壌を採取し、良く混ぜる 

※ハウス内で生育が大きく異なる場合は区別して採取する 

２ 日陰で十分に乾燥させ、ふるいにかける（２ｍｍ程度） 

３ ２００g（紙コップ２～３杯）を透明な袋に入れ、 

油性マジックで必要事項を記入 ※結び目にかからないように！ 

 

 

 

 

 
お問い合わせ：JA新いわて久慈営農経済センター（0194-52-1318） 

     久慈農業改良普及センター（0194-66-9683） 

【袋に書く必要事項】 

・住所（大字まで） ・作付作目 

・氏名   ・たい肥入れる 前/後 

・ハウス番号  ・ハウスビニル はぐ/はがない 

久慈市十八日町 

久慈 太郎 

ハウス③ 

ほうれんそう 

たい肥入れる 前 

ビニル はぐ 

こんなお悩みありませんか？  

☑ 収量が安定して取れない。 

 ☑ 病気や生育障害のような被害が続いている。 

 ☑ 次の作付前にどのくらい肥料を入れればいいか？ 

令和３年 10 月 21 日（木）  受付  

締切  

土壌サンプ

ルを採取 

お近くの JA

または集荷場

へ持ち込む 

 

土壌分析 

診断結果・ 

処方箋返送 

2月下旬～3月上旬 

施肥・栽培 

改善の実践！ 

の御案内 

表層１cm 
取り除く 

深さ 15cm 
の土を採取 

四隅 ＋ 中央 

の５か所 

※ 圃場を上から見た図 



令和３年度 県北地域の経営改善に関する研修計画情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年度の経営改善に係る研修計画情報一覧です。経営改善に向けて皆

さま是非ご参加ください。 

各研修についての内容・場所の詳細についてはその都度お知らせします。 

   商品企画力向上講座  

 

時期 内容 場所 

令和３年 11月 19日 “売れる”商品づくりの基本と実践 久慈合庁 

令和３年 11月 29日 売上ＵＰ！商品の魅力が伝わる PR 久慈合庁 

 

  決算書の読み方・活かし方講座  

時期 内容 場所 

令和３年 12月１日 決算書の読み方と活かし方 
久慈合庁、県北研、岩泉合庁 

（自宅からの参加も可） 

 

 

 家族経営のための経営継承講座  

時期 内容 場所 

令和３年 12月 17日 
家族経営における経営継承

について 

久慈合庁、県北研、岩泉合庁 

（自宅からの参加も可） 

 

 

主な対象：農産加工品販売に取り組む農業者 

県北地域の魅力

を伝えよう！ 

主な対象：経営を見直したい農業者 

数字が苦手でも 

知っておきたい！ 

継承の準備は 

しっかりと！ 
主な対象：家族間での経営継承を考えている農業者 

＜主催：県北農業ステップアップ事業＞ 

＜主催：県北農業ステップアップ事業＞ 

＜主催：県北農業ステップアップ事業＞ 

 

時期 内容 場所 

令和３年 7月 15日 講義：トヨタ生産方式の農林水産業への導入 

実習：経営の見える化・共有手法、作業工程の

見直し、現場改善に関する先進経営体の

見学等 

 

二戸合庁 

他 

令和３年 10月 29日 

令和４年 12月７日 

令和４年１月 19日 

 

 

 

 

 農林水産業経営力向上支援「カイゼン塾」 
主な対象：経営改善を志向する経営体、支援担当者等 

＜主催：県北局農政部二戸農林振興センター＞ 

※詳細は別添チラシを御覧ください 

※詳細は別添チラシを御覧ください 

※詳細は別添チラシを御覧ください 

https://www.irasutoya.com/2019/12/blog-post_80.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時期 内容 場所 

令和３年 12月頃 
将来の経営に向けたライフプランの作成について

（仮） 

久慈合庁 

（予定） 

 

 

 

 

時期 内容 場所 

令和４年２月頃 
税理士等の専門家を講師として、事例をもとに経営

継承と法人化の理解を深める 
未定 

 

※上記内容は新型コロナウイルスの感染状況により、変更、延期または中止となる場合があります。 

 

＜主催：久慈農業改良普及センター＞ 

久慈地域経営力向上研修 
主な対象：新規就農者、４ＨＣ会員等 

個人経営の法人化に係る研修 
主な対象： 経営継承を志向する個別経営体、支援担当者等 

＜主催：（一社）岩手県農業会議＞ 

＞ 

 

 雇用力向上講座  

時期 内容 場所 

令和３年 12月 24日 
事例から学ぶ雇用から人材

定着まで 

久慈合庁、県北研、岩泉合庁 

（自宅からの参加も可） 

 

 

ここで働きたいと 

思われる経営体を

目指して！ 

   経営力向上講座  

 

時期 内容 場所 

令和４年１月６日 経営の発展に必要な視点と心構え 主会場：久慈合庁 

Web会場：県北研及び岩泉合庁

（自宅からの参加も可） 

令和４年１月 13日 経営戦略の立案と作成演習 

令和４年１月 20日 家族が一致団結するＰＤＣＡの実践 

 

一歩先を行く 

経営者を 

目指して！ 

主な対象：数名の常時雇用者を抱えている農業者 

主な対象：農業を始めてからの年数が浅い農業者 

＜主催：県北農業ステップアップ事業＞ 

＜主催：県北農業ステップアップ事業＞ 

※詳細は別添チラシを御覧ください 

https://1.bp.blogspot.com/-nsC64UqOo1c/XWS5bD8bJjI/AAAAAAABUSE/Gg8ccLHfpi858CW7FQxDt4eLbbJyH6QRQCLcBGAs/s1600/document_data_bunseki.png
https://4.bp.blogspot.com/-qhnEZ95vpjw/V_I4GbPCTvI/AAAAAAAA-mc/qFAdjqK1F6w4yTrB_lnvUDnLnIdVAGKpACLcB/s800/businessman2_kangaechu.png


県北地域の魅力を伝えよう！

商品企画力向上講座

“売れる”商品を企画する際の考え方やポイント
など実例を参考に、実践的に学びます

令和３年度未来を育む県北ステップアップ事業

第１回

講義
令和３年１１月１９日（金）13：30～16：10
久慈地区合同庁舎 ６階 大会議室 （久慈市八日町1-1）

※希望する方には、講義内で講師がアドバイスを行いますので、商品(試作品)
ご持参ください

SNSで
商品紹介
したい！

食材を

活かした

商品化！

“売れる”商品づくりの基本と実践

※白黒印刷用 高品質に☑を入れ、グレースケールにはせずに印刷してください

第２回

実習
令和３年１１月２９日（月）13：30～16：10
久慈地区合同庁舎 ６階 第４会議室 （久慈市八日町1-1）

※撮影素材（商品や食材等）とスマートフォンまたはカメラをご持参ください
※スマートフォンの方は事前にFacebook・Instagramに登録し画像修正アプリ
「SNOW」（無料）のインストールをお願いします
※希望する方には、講義内で講師がアドバイスを行いますので、商品(試作品)を
ご持参ください

売上ＵＰ！商品の魅力が伝わるＰＲ

商品の魅力が伝わるＰＲ方法を学び商品写真の
撮影方法の実習を行います

講師 地域食ブランドアドバイザー山本洋子 氏

(株)オレンジページで雑誌編集長を務め、郷土食やマクロビオ
ティック、伝統調味料や日本酒、発酵食を紹介。独立後、地方に
埋もれた「日本の食の宝！応援」をライフワークに、６次産業化
セミナー、地域食ブランドアドバイザー、酒と食のジャーナリス
トとして全国で活躍。 実践的な講座で人気の講師です！

農業法人、農業者、農業関係団体、市町村等の関係機関
※定員を上回る場合は抽選とさせていただきます。

対象者・募集人数

各回定員

20名



氏名

連絡先
住 所 TEL

Email FAX

当
日
持
参
す
る
商
品
（
試
作
品
）

※

持
参
し
な
い
場
合
は
空
欄

商品名・商品内容（コンセプトやキャッチコピー、作ろうと思ったきっかけ、特徴など）
例）ブルベリーミックスジュース 自家産ブルベリージュースにりんごジュースを加え飲みやすくした

主な原材料 例）ブルーベリー、りんご（フジ）

販売場所（予定を含む）例）○○産直 販売価格（予定含む）例）480円／300ml瓶

商品企画力向上講座参加申込書 ※申込〆切は開催日の14日前

参加する開催回に☑をお願いします（各回のみの受講も可能です）

□ 第１回 １１月１９日(金) 売れる商品づくりの基本と実践（申込〆切11月５日）

□ 第２回 １１月２９日(月) 売上ＵＰ！商品の魅力が伝わるＰＲ（申込〆切11月15日）

〔会 場〕
〒028-0065
久慈市八日町1-1

久慈地区合同庁舎

〔備 考〕
 いただきました個人情報は

当セミナーに関わる目的以

外には使用いたしません。

 新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、マスクの

着用をお願いいたします。

また、発熱等の症状がある

場合や体調が優れない場合

は、参加を控えていただく

ようお願いいたします。

 新型コロナウイルス感染症

の発生状況により、講座を

延期又は中止することがあ

ります。

受講料は無料です！下記申込書に必要事項を記入し、FAX、Email、電話のいずれかでお申し込みください

お申し込み方法

久慈農業改良普及センター （担当 輪達）

TEL 0194 – 66 - 9684 FAX 0194 – 53 - 5009
Email CE0026@pref.iwate.jp

至九戸IC･盛岡

会場周辺地図



数字が苦手でも
知っておきたい！

令和３年度未来を育む県北農業ステップアップ事業

決算書（損益計算書や貸借対照表）のあらましや決算書を
読むためのポイントなどについて学びます。

令和３年１２月１日（水） 13：00～15：00

決算書の読み方と活かし方

※カラー印刷用 高品質に☑を入れて印刷してください

講師 土岐経営支援事務所 中小企業診断士 土岐 徹朗 氏

○ 久慈地区合同庁舎 ６階 第４会議室（久慈市八日町1-1）

○ 県北農業研究所 中会議室（軽米町山内23-9-1）

○ 岩泉地区合同庁舎 第１会議室（岩泉町岩泉字松橋24-3）

※ ウェブ会議システム（Ｚｏｏｍ）が使用できる方は、自宅や職場等でも受講で
きます。

いずれの会場もウェブ会議システムによる遠隔講座となります会場

農業者､農業関係団体､市町村､県等の関係機関の職員等受講対象者

裏面の参加申込書に必要事項を記入しFAX・Email
（または電話）でお申し込みください。

申込方法

申込先 久慈農業改良普及センター （担当 輪達）

TEL 0194 - 66 - 9684 FAX 0194 - 53 - 5009 

Email CE0026@pref.iwate.jp

無料受講料

活 か 方 講 座

決算書の

し読 み 方



氏名

連絡先

TEL FAX

自宅等で受講する方は以下の項目も必ず記入してください

メール
アドレス

ウェブ会議システムに接続するためのURLを送付するために使用します。
URLは前日までにメールでお送りします。

資料の
送付先

〒 -

受講会場
いずれかに
"〇"

決算書の読み方・活かし方講座 参加申込書

※ 申込〆切 1１月15日（月）

〔備 考〕

いただきました個人情報は当講座に関わる目的以外には使用いたしません。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、マスクの着用をお願いいたします。

発熱等の症状がある場合や体調が優れない場合は、参加を控えていただくようお願いいたします。

新型コロナウイルス感染症の発生状況により、講座を延期又は中止することがあります。

久慈地区
合同庁舎

県北農業
研究所

岩泉地区
合同庁舎

自宅等

久慈農業改良普及センター （担当 輪達）

TEL 0194 - 66 - 9684 FAX 0194 - 53 - 5009 

Email CE0026@pref.iwate.jp

申込先



引き継ぐ準備はしっかりと！
令和３年度未来を育む県北農業ステップアップ事業

実践事例を交えながら、経営継承の進め方や経営継承に向
けた計画づくりなどについて学びます。

令和３年１２月１７日（金） 13：00～15：00

家族経営における経営継承の進め方

※カラー印刷用 高品質に☑を入れて印刷してください

経 営 継 承 講 座
講師 ＨＳ経営コンサルティング株式会社 本田 茂 氏

○ 久慈地区合同庁舎 ６階 第４会議室（久慈市八日町1-1）

○ 県北農業研究所 中会議室（軽米町山内23-9-1）

○ 岩泉地区合同庁舎 第１会議室（岩泉町岩泉字松橋24-3）

※ 講座終了後、希望者を対象に個別相談会を開催します
（１組あたり30分程度、２組まで）

※ウェブ会議システム（Zoom）を使用できる方は、自宅や職場等でも受講できます。

いずれの会場もWebによる遠隔講座となります会場

農業者､農業関係団体､市町村､県等の関係機関の職員等受講対象者

裏面の参加申込書に必要事項を記入しFAX・Email
（または電話）でお申し込みください。

申込方法

申込先 久慈農業改良普及センター （担当 輪達）

無料受講料

TEL 0194 - 66 - 9684 FAX 0194 - 53 - 5009 

Email CE0026@pref.iwate.jp



氏名

市町村

連絡先
いずれかに

記入

TEL FAX

Email

受講会場
いずれかに
"〇"

久慈合庁 県北農研 岩泉合庁 自宅等

相談の希望

どちらかに
”○”

あり

なし

家族経営のための経営継承向上講座 参加申込書

〔備 考〕

 いただきました個人情報は当講座に関わる目的以外には使用いたしません。

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、マスクの着用をお願いいたします。

 発熱等の症状がある場合や体調が優れない場合は、参加を控えていただくようお願いいたします。

 新型コロナウイルス感染症の発生状況により、講座を延期又は中止することがあります。

自宅等で受講する方は必ず記入してください

“あり”の方は、相談の内容を簡単に記入してください。例：○○について

※ 申込〆切 12月３日（金）

久慈農業改良普及センター （担当 輪達）

TEL 0194 - 66 - 9684 FAX 0194 - 53 - 5009 

Email CE0026@pref.iwate.jp

申込先



ここで働きたいと思われる
経営体を目指して！

令和３年度未来を育む県北農業ステップアップ事業

実践事例を交えながら、雇用する際の心構えや働きやす
い職場環境づくりなどについて学びます。

令和３年１２月２４日（金） 13：00～15：00

事例から学ぶ雇用から人材定着まで

※カラー印刷用 高品質に☑を入れて印刷してください

雇 用 力 向 上 講 座
講師 ＨＳ経営コンサルティング株式会社 本田 茂 氏

○ 久慈地区合同庁舎 ６階 第４会議室（久慈市八日町1-1）

○ 県北農業研究所 中会議室（軽米町山内23-9-1）

○ 岩泉地区合同庁舎 第１会議室（岩泉町岩泉字松橋24-3）

※ 講座終了後、希望者を対象に個別相談会を開催します
（１組あたり30分程度、２組まで）

※ウェブ会議システム（Zoom）が使用できる方は、自宅や職場等でも受講できます。

いずれの会場もWebによる遠隔講座となります会場

農業者､農業関係団体､市町村､県等の関係機関の職員等受講対象者

裏面の参加申込書に必要事項を記入しFAX・Email
（または電話）でお申し込みください。

申込方法

申込先 久慈農業改良普及センター （担当 輪達）

無料受講料

TEL 0194 - 66 - 9684 FAX 0194 - 53 - 5009 

Email CE0026@pref.iwate.jp



氏名

市町村

連絡先
いずれかに

記入

TEL FAX

Email

受講会場
いずれかに
"〇"

久慈合庁 県北農研 岩泉合庁 自宅等

相談の希望

どちらかに
”○”

あり

なし

雇用力向上講座 参加申込書

自宅で受講する方は必ず記入してください

“あり”の方は、相談の内容を簡単に記入してください。例：○○について

※ 申込〆切 12月10日（金）

〔備 考〕

 いただきました個人情報は当講座に関わる目的以外には使用いたしません。

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、マスクの着用をお願いいたします。

 発熱等の症状がある場合や体調が優れない場合は、参加を控えていただくようお願いいたします。

 新型コロナウイルス感染症の発生状況により、講座を延期又は中止することがあります。

久慈農業改良普及センター （担当 輪達）

TEL 0194 - 66 - 9684 FAX 0194 - 53 - 5009 

Email CE0026@pref.iwate.jp

申込先



普 及 現 地 情 報 

令 和 ３ 年 ８ 月 1 0 日 

久慈農業改良普及センター 

記 述 者  菊 地  雄 大 

 

久慈の魅力発見！農業大学校生との懇談会を開催 

 
 岩 手 県 立 農 業 大 学 校 の 学 生 ９ 名 を 対 象 に 、久 慈 地 域 の 農 業 に

関 す る 懇 談 会 を ７ 月 26 日 に 開 催 し 、 農 大 生 は 当 地 域 の 農 業 に

つ い て 理 解 を 深 め る と と も に 久 慈 の 魅 力 を 発 見 し ま し た 。  

 現 地 視 察 で は 、㈱ 久 慈 平 岳 牧 場（ 酪 農 、経 産 牛 750 頭 ）の先

進 的 な 施 設・設 備 の 見 学 に 加 え 、田 村 憲 史 代 表 取 締 役 か ら 、乳

牛 の 飼 養 方 法 や 就 業 規 則 の 考 え 方 を 説 明 し て い た だ き ま し た 。

ま た 、㈲ 田 村 牧 場 (肉 用 牛 一 貫 、和 牛 350 頭・短 角 牛 250 頭 )の

自 動 給 餌 施 設 の 見 学 や 田 村 英 寛 代 表 取 締 役 か ら 規 模 拡 大 へ の

展 望 を 語 っ て い た だ い た 後 、 地 域 若 手 畜 産 農 家 ２ 名 を 迎 え て 、

直 営 店 「 焼 肉 た む ら 屋 」 で 食 事 し な が ら 、 懇 談 し ま し た 。  

先 輩 か ら 、就 農 の 経 緯 や 営 農 状 況 、将 来 の 計 画 の ほ か 、農 業

以 外 の エ ン ジ ョ イ 生 活 に つ い て 話 が あ り ま し た 。 学 生 か ら は 、

「 農 業 環 境 の ほ か に も 生 活 環 境 が 重 要 。久 慈 の よ う な 色 々 楽 し

め る 場 が あ る 地 域 に 就 農 し た い 。」 と の 感 想 が あ り ま し た 。  

今 後 も 、当 セ ン タ ー で は 就 農 支 援 の 整 備 と と も に 久 慈 の 魅 力

も 大 い に 発 信 し 、 若 者 の 夢 の 実 現 に 向 け 支 援 し て い き ま す 。  

夏 の暑 さにも負 けない熱 い想 いを語 る

田 村 憲 史 代 表 取 締 役  

普 段 の学 生 生 活 では聞 けない現 場 の

生 の声 を熱 心 にメモする学 生 たち  



普 及 現 地 情 報 

令 和 ３ 年 ８ 月 1 0 日 

久慈農業改良普及センター 

記述者   及川  優介 

 

きゅうりの夏期栽培管理指導会が開催されました 

 
夏 秋 き ゅ う り の 安 定 生 産 に 向 け て 、久 慈 市 宇 部 の 露 地 と 洋 野

町 種 市 の ハ ウ ス の ２ 会 場 に お い て 、夏 期 栽 培 管 理 指 導 会（ 主 催：

JA 新 い わ て 久 慈 地 域 野 菜 部 会 の き ゅ う り 生 産 者 協 議 会 ） を ７

月 29 日 に 開 催 し 、 生 産 者 16 名 が 熱 心 に 学 び ま し た 。  

種 苗 会 社 の と き わ 研 究 場 か ら「 東 北 地 方 の き ゅ う り の 生 育 状

況 の 報 告 と 中 上 段 の 側 枝 の 整 理 や 不 良 果 対 策 な ど の 栽 培 管 理 」、

普 及 セ ン タ ー か ら「 病 害 に 対 す る 薬 剤 散 布 の 考 え 方 、各 病 害 の

特 徴 、 台 風 の 事 後 対 策 」 に つ い て 説 明 を 行 い ま し た 。  

参 加 し た 生 産 者 は 、圃 場 の 現 物 を 見 な が ら 病 害 の 防 除 方 法 や

枝 管 理 に つ い て 積 極 的 な 質 問 を す る な ど 、安 定 生 産 に 向 け た 熱

意 が 見 ら れ ま し た 。  

久 慈 地 域 で は 、新 た な 園 芸 品 目 の 生 産 振 興 を 今 年 度 か ら 重 点

的 に 行 っ て お り 、新 規 に 園 芸 を 始 め る 者 を 対 象 と し た 視 察 研 修

会 を ９ 月 に 開 催 す る 予 定 と し て い ま す 。き ゅ う り の 新 規 栽 培 者

の 確 保 に 向 け て 、栽 培 に 関 心 を 寄 せ る 取 組 を 今 後 展 開 し て い く

予 定 で す 。  

▲ 現 物 を 見 な が ら 、栽 培 管 理 に

つ い て 質 問 す る 生 産 者 （ 右 ）  

▲ 栽 培 管 理 指 導 会 （ 久 慈 市 宇

部 ） の 様 子 。  







令和３年秋の農作業安全確認運動

自動車 トラクター等

（公財）交通事故総合分析センター資料（平成27～令和元年合計）より作成
※自動車：自動車運転中（約141万人）、トラクター等：農耕作業用特殊車乗員（746人）のデータ

21％

（約5人に1人の割合）
0.3％

（約300人に1人の割合）

シートベルト
着用

98％

シートベルト
着用

12％

交通事故発生時の状況

シートベルト
着用率

運転者の
死亡率



クマ注意
複数人での行動 誘引物の撤去・管理

子連れのクマに近づか
ない

ヤブの刈払いの徹底

（別紙２）
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クマに出逢わないために

クマに出逢ってしまったら

岩手県環境生活部自然保護課　電話：019-629-5371

・事前に入山地域の出没情報や被害情報を確認する
・単独ではなく、複数で行動する
・夜間、明け方、夕方の入山を避ける
・撃退グッズ（忌避スプレー、鉈など）を携帯する
・鈴やラジオなど音の出るものを携行する
・音の届きにくい悪天候時や渓流沿いなどに注意
・クマの糞や足跡を見たら引き返す

・廃棄野菜や生ごみ、コンポストを適切に管理する
・周辺のヤブを刈り払い、見通しの良い環境を整備する
・電気柵を設置し、クマを寄せ付けない対策をする
・庭先果樹は適期が来たらなるべく速やかに収穫する

・走って逃げない！背中を見せない！
・持ち物（リュックなど）を静かに置いて注意をそらす
・目を離さず静かにゆっくり後退する
・クマとの間に木や岩を挟むようにする
・風向きに注意して撃退スプレーを使う
・クマが攻撃してきたら両手で顔や頭部をカバー
・体を丸くして地面に伏せて防御する

農
作
業
を
す
る
方
へ

入
山
す
る
方
へ
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野生きのこの取扱について【注意！！】

１ 野生きのこと放射性物質濃度

岩手県の野生きのこは、放射性物質濃度の影響により、未だ、国から出荷

制限が指示されている地域があります。
このため、出荷制限地域で採取した野生きのこ(全ての種類)を出荷・販売

することは食品衛生法違反となりますので絶対に行わないでください。
また、出荷制限地域「以外」で採取された野生きのこであっても、放射性

セシウム濃度が国が定める食品の基準値（100Bq/Kg）を超過していないか、
出荷・販売前の検査により確認するようお願いします。

２ オークションサイト・フリマサイトでの留意事項！
ここ数年、オークションサイト・フリマサイトにおいて、岩手県内から採

取された野生きのこの販売が多く見られます。
特に、「コウタケ」や「サクラシメジ」、「ムラサキシメジ」などの販売

が確認されており、これらの多くには、「出品者」が放射性物質濃度検査を
行わないまま販売している事例が見られます。
このため、国（厚生労働省）では、基準値（100Bq/Kg）を超える野生きの

こが売られていないか、買上検査を実施しています。
万が一、基準値（100Bq/Kg）超過が判明した場合、新たに国の出荷制限地

域が指定され、その地域においては、「マツタケ」や「コウタケ」、「ナラ
タケ」など、種類に関係なく全ての野生きのこについて、出荷・販売を目的
とした採取ができなくなります。

＜問合せ先＞
岩手県農林水産部 林業振興課 担当： 主査 成田 一 電話：019-629-5775

出荷制限指示年月日 対 象 地 域

H24.10.11 一関市、陸前高田市、平泉町

H24.10.16 釜石市

H24.10.18 奥州市

H24.10.29 大船渡市、金ケ崎町

H24.11.7 遠野市

H25.10.9 住田町

◆野生きのこ（全ての種類）の出荷制限地域一覧表（令和３年７月）

◆参考（県内の検査機関）
(1)岩手県薬剤師会検査センター 電話：019-641-4401
(2)株式会社サイエンススタッフ 電話：019-613-2822

【！！野生きのこ、山菜を採取する場所の留意点！！】
・採取区域によっては、採取できない場所、許可が必要な場所（国有林、県立自然公園など）が
ありますので注意してください。また、一般所有の森林であっても、「森林窃盗罪」に問われるこ
とがないよう森林所有者の許可・了解を得るなどしマナーを守って採取されるようご注意ください。



食用のキノコだと確実に判断できないキノコは

キノコに要注意 ！

クサウラベニタケ

中毒症状

食後20分-１時間程度で嘔吐、

下痢、腹痛等の消化器系の中

毒を起こす。唾液の分泌、瞳

孔の収縮、発汗などの症状も

現れる。

間違えやすい食用きのこ

・ウラベニホテイシメジ

・ホンシメジ

・ハタケシメジ

ツキヨタケ

中毒症状

食後30分-１時間程度で嘔吐、

下痢、腹痛等の中毒を起こす。

間違えやすい食用きのこ

・ヒラタケ

・ムキタケ

・シイタケ

ニセクロハツ

その後18-24時間ほ

どで横紋筋溶解が原

因と考えられる全身

筋肉痛、呼吸困難を

示し、死亡に至るこ

ともある。

テングタケ

神経系の中毒症状、瞳孔

の収縮、発汗、めまい、

痙攣等で、呼吸困難にな

る場合もあり、1日程度

で回復するが、古くは死

亡例もある。

 キノコを食べて体調が悪くなったら、すぐに医師の診察を！

 気温の高い夏の後に適度な降雨があり、朝晩の気温が低下すると、多くのキノコが発生する可能性があります

毎年、毒キノコを原因とする食中毒が発生しています

採らない！ 食べない！

売らない！ 人にあげない！

中毒症状

食後30分程で嘔吐、下痢、腹痛など胃腸消化器の

中毒症状が現れる。

中毒症状

食後30分-数時間程度で嘔吐、下痢等の胃腸、消化

器系の中毒症状を示す。



毒キノコによる食中毒発生状況（平成23年～令和２年）

きのこの種類 間違えやすい食用キノコの例
（「自然毒のリスクプロファイル」より）

事件数 患者数 死者数

ツキヨタケ ヒラタケ、ムキタケ、シイタケ 158 499 0

クサウラベニタケ ウラベニホテイシメジ，ホンシメジ，ハタケシメジ 48 139 0

テングダケ ― 20 35 0

ドクササコ ナラタケ，ホテイシメジ，アカハツ，チチタケ 10 16 0

イボテングタケ ― 10 14 0

カキシメジ ニセアブラシメジ，チャナメツムタケ，シイタケ 9 25 0

イッポンシメジ ― 5 16 0

オオシロカラカサタケ ― 7 12 0

ニガクリタケ ナメコ，クリタケ，ナラタケ，ナラタケモドキ 0 0 0

オオワライタケ ― 3 4 0

ニセショウロ ― 3 6 0

ハイイロシメジ ― 2 4 0

ヒカゲシビレタケ シロマツタケモドキ，ハラタケ，ツクリタケ 1 2 0

タマゴダケモドキ キタマゴタケ 3 3 0

ドクツルタケ シロマツタケモドキ，ハラタケ，ツクリタケ 1 1 0

ニセクロハツ クロハツ，クロハツモドキ 1 1 1

オオシビレタケ ― 0 0 0

カブラアセタケ ― 1 1 0

そ の 他 ― 19 38 0

不 明 ― 26 61 2

合 計 327 877 3

○ 有毒植物にも、ご注意ください
→ 有毒植物による食中毒に注意しましょう

○ 代表的な有毒植物及び毒キノコの特徴については
→ 「自然毒のリスクプロファイル」をご覧ください。

○ 一部地域で、キノコから基準値を超える放射性物質が検出されています。
→ キノコ狩りをする場合は、

放射性物質のモニタリング検査結果や出荷制限などの情報
をホームページ等で、確認してください。

→ 林野庁ホームページ「野生きのこ採取にあたっての留意点」

【自然毒のリスクプロファイル】
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/syokuchu/pois
on/index.html

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/yuudoku/index.html
http://www.mhlw.go.jp/topics/syokuchu/poison/
https://www.mhlw.go.jp/shinsai_jouhou/shokuhin.html
https://www.rinya.maff.go.jp/j/tokuyou/kinoko/tyuui.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/syokuchu/poison/index.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動区分 １グループあたりの助成額 

経営力向上、高付加価値化※２ 最大 万円 

資質向上のための自主企画研修等 最大 万円 

 

 

 

 

 

募集期間： 令和３年７月12日（月）～11月10日（水）

令和３年度幸せ創る女性農林漁業者育成事業３次募集のお知らせ 

お問合せ・ご相談 
岩手県農林水産部農業普及技術課 普及担当  

電話:019-629-5654 ／ FAX:019-629-5664 

事業内容： 女性グループ※１による以下の取組を支援します 

※ この間 随時（予定採択数に達するまで）

選 考： 応募書類により、受付順に書面審査のうえ採択します

応 募 先： 最寄りの広域振興局各部（農政部・林務部・水産部）、 

農林振興センター、水産振興センターまで

※１ 岩手県内の農林漁業に携わる３戸以上の女性によるグループ

※２ 設立してから１年未満のグループに限る

 
技術･経営 

ＵＰ！ 
  

新商品開発 
商品ＰＲ 

オリジナル 
研 修 



事業活用例 
 

 

 
≪経営力向上や高付加価値化の取組 20 万円≫ 

 ※設立してから１年未満のグループに限る 

○産直の仲間と宅配セット商品の開発 
・宅配セットの試作（包材を取り寄せパッケージ試作等） 

・ロゴマークの作成とロゴシールや PR チラシの試作 

・他社事例の視察研修 

○カラフル野菜で乾燥野菜の高付加価値化に挑戦 
・乾燥方法の検討（委託により製法を変えて試作） 

・包装方法の検討（包材や乾燥剤の種類を変えて試作） 

・活用方法を開発（料理研究家に協力を依頼し、レシピ開発） 

・新たなカラフル野菜の試作 

○グリーン・ツーリズムや農泊など地域の賑わいづくり 
 ・農村体験メニューの開発（体験試行のため達人に取材） 

 ・農村体験メニューを紹介する Facebook ページの開設 

・Instagram 等、写真で伝えるための撮影技術習得研修 

≪自主企画研修等の取組 10 万円≫ 

○産直の仲間と売上アップ 
・商品を PR するための手書き POP 研修会 

・情報発信するためのＳＮＳ活用研修会 

・トウモロコシで有名な青森県の○○産直への視察研修会 

・「なす」の売上アップを目指してレシピ開発のための料理研究家に学ぶ 

調理研修会 

○簿記を経営改善に活かしたい 
・基礎から学ぶパソコン簿記研修 

・税理士に学ぶ青色申告研修 

・決算書を読み解く中小企業診断士による経営改善研修 

○加工グループで取組む新たな商品開発 
 ・新商品開発のためにパティシエに学ぶ焼き菓子製造研修 

 ・商品ＰＲのための Facebook ページ作成研修会 

・HACCP 導入に対応するための衛生管理研修会 

○栽培技術向上のために 
 ・先進事例視察研修会 

 ・基礎から学ぶ土づくり研修会・たい肥づくり研修会 

・調整作業を改善するために整理収納アドバイザーによる作業場改善研修 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～いわてアグリベンチャーネット掲載記事の紹介～ 
いわてアグリベンチャーネットでは、毎月、各地域の農業情報をお知らせしています。 

【８月分の掲載記事】 

〇産地紹介：《大船渡》産直記事 橋野の魅力と元気を発信！～橋野どんぐり広場産地直売所（釜石市）～ 

〇人物紹介：《奥州》人物紹介「頑張る農業ダンシ 奥州市 伊藤卓哉さん」 

〇『普及活動年報』 県内各地域の普及センターの取組を紹介します。 

下記の URL、または右の QR コードからご覧ください。 

https://www.pref.iwate.jp/agri/i-agri/index.html 

 

久慈農業改良普及センターfacebook 公開中！ 
久慈寒次郎が、最新の情報や、HOT な情報をお届けします。 

下記の URL、または右の QR コードからご覧ください。 
https://www.facebook.com/岩手県久慈農業改良普及センター-581601925540151/ 


